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学　位　論　文　審　査　・　内　容　の　要　旨
　本論文は、日本の小学校における一斉授業においてどのように対話が行われるのか、さらに一斉授業における対話の可能性
について、聞き手の役割という側面から検討することを目的としている。
　一斉授業では、1人の教師が学級に所属する多くの児童・生徒に対して発問を行い、児童・生徒が答えるという流れを中心に
授業が進行される。一斉授業の授業形態に関しては様々な課題も指摘されており、特に、教師が授業進行を主導することで、
子どもたちが学習の主体となった授業運営が困難であるという課題があり、一人ひとりの子どもの声を聴くことが難しいとされて
いる。このような現状の中で、一斉授業においては教師に指名されて発言する話し手だけでなく、聞き手となる多くの子どもたち
も授業に参加しているが、こうした聞き手の子どもたちの授業参加に関してはほとんど議論されていない。そこで、本研究ではバ
フチンの対話論を分析の視座とし、実際の小学校の授業実践を対象にし、聞き手の応答に着目した上で、どのように一斉授業
において対話が行われているか、またその可能性について明らかにすることを目的として行われた。
　結果、聞き手は受動的に「聞く」ことで一斉授業に参加しているのではなく、教師や話し手に対して応答しながら授業内のコ
ミュニケーションに参加していることが示された。さらに、個々の聞き手の応答に着目すると、それぞれに様々な意見や疑問がそ
の応答の背景にあり、一斉授業は多声的なコミュニケーションを行っている場であることが明らかになった。一方で、教師が子ど
もたちの発話を「聞く」際には、教師は授業計画との関連を視野に入れながら聞き手の子どもたちに応答し、聞き手の子どもたち
も教師に対して応答することでコミュニケーションが進行していることが明らかになり、一斉授業においても、教師と子どもたち、
個々の「声」の違いを見出しながら双方の応答に着目することで、新たな授業展開へと繋がり、授業計画とは異なる文脈におい
て学びのきっかけを作り出す可能性があることが示された。さらに、教師と子どもたちの双方が聞き、応答的な関係を築くことに
よって、一方向的なコミュニケーションが行われると指摘されていた一斉授業において、対話が可能になることが明らかになっ
た。
　第一回審査会は6月20日に開催され、執筆者本人から論文の説明がなされた。これに対して、審査員からは一斉授業という枠
組みの中で理論と実践の両面から対話の在り方を追求した独自性のある論文であるものの、一斉授業におけるバフチン解釈の
新規性が十分に書かれていない、バフチンのポリフォニー論の理解の不十分さ、リサーチ・クエスチョンのわかりにくさ、対象と
なった授業実践についての必然性が十分に説明されていない、等の指摘がなされた。第二回審査会は9月13日に実施し、改
訂された論文について審査を実施した。第二回審査会では、第一回審査会での指摘に対して丁寧に修正・加筆がなされてい
ることが確認、評価された。ただし、文章の繰り返しが多い、タイトルの言葉の使い方、図のわかりにくさなど、細かな点がまだ修
正される必要があり、確認を要することから、第三回審査会を開くこととなった。第三回審査会は11月22日におこなわれ、十分な
修正対応がなされていることが確認され、12月13日に公開発表会並びに、最終試験を実することが認められた。12月13日の公
開発表会では４０分のプレゼンテーションが行われ、質疑応答が適切に実施された。その後の最終試験では、教育現場でアク
ティブ・ラーニングが叫ばれる昨今の中、あえて多数の子どもが聞き手になる「一斉授業」に焦点を当て聞き手となっている多く
の子どもが積極的に授業に参加できる可能性があること、子ども同士の聞き合いも授業の中で起きていることなどを丁寧に具体
的な実践の中から解明した点が高く評価され、本論文が、博士（社会科学）、 Ph. D. in Educationの学位に相当すると判断さ
れ、合格とした。
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